公益社団法人栃木県サッカー協会取り組み（ＴＦＡミッションファイル）

	目標項目
	達成目標
	活動内容
	現状数値

	サッカーファミリーの拡大
	サッカーを愛する仲間（サッカーファミリー）のうち、プレーヤー・審判員・指導者が４万人（県民の２％）になる。
	１．第1種登録チームの選手登録数の拡大

２．Ｕ１３～１８年代の選手登録数の拡大

３．女子の選手登録数の拡大

４．フットサル選手登録数の拡大
	２０１６年度

サッカー選手登録

　 　   　 17,236人

フットサル登録

　　　       456人

審判員 　 5,040 人

指導者   2,271 人

計　   25,003人

県民人口(12.1現在)
1,967,457人

県民の  1.27％

	本県代表の活躍
	本県代表チームが全国のトップチームとなり、本県出身選手が「日本代表」として５名以上、「Ｊリーガー」として２０名以上活躍する。
	１．代表チーム強化

２．選手の強化・育成

３．指導者の育成
	２０１６年度

日本代表　　０人

女子日本代表０人
ﾋﾞｰﾁ日本代表１人
Ｊリーガー１８人

	組織の確立
	（公社）栃木県サッカー協会が全国及び県民より信頼の得られる組織として確立し、全国ランキングトップ１０入りする。
	１．組織内の連携強化

２．組織基盤の確立

３．実施事業の充実
	２０１６年度

全国ランキング

　　第１８位

	Ｊ１チームの創設・活用
	栃木ＳＣがＪ１に昇格し、本県選手と県民に夢と活気を与える。
	１．連携・共存体制の確立

２．サポート体制の確立

３．協同連携事業の実施
	２０１６年度

Ｊ３所属栃木ＳＣ



	サッカー施設の

充実
	新たなスタジアムの完成と県内の人工芝サッカー場が１５面に増加する。
	１．対象自治体への整備要望活動の展開


	２０１６年度

人工芝サッカー場

・鹿沼市　　１面

・宇都宮市　３面

・矢板市　　１面

・大田原市　１面

・那須塩原市２面

・日光市　  ２面

・佐野市　　１面

・小山市　　１面

・真岡市　　１面

計　　　　１3面

	２０２２年栃木国体での大活躍
	栃木国体において「総合優勝」する
	1． 代表チーム強化

2． 選手の強化・育成

3． 指導者の育成
	



《１０年後の達成目標（ＴＦＡゴールプラン２０２２）》








２０１７年度のＴＦＡ活動目標





（１）アクションプランの遂行＜各連盟・委員会のプランの遂行＞


（２）サッカーファミリーの拡大


＜プレーヤー・審判員・指導者登録数を県民の１．５％を目指す＞


（３）各種別の本県代表チームの活躍


＜全国大会ベスト８以上、関東大会準優勝以上を目指す＞


（４）えひめ国体でベスト４以上を目指す。


（５）仮称「とちぎフットボールセンターの整備構想」の具現化


（６）Ｊ３栃木ＳＣ、ＪＦＬ栃木ウーヴァＦＣとの連携・協力体制の確立


（７）サッカー施設の拡充＜人工芝サッカー場の１面増設＞


（８）県内各地区サッカー協会との連携・協力


（９）２０２２年栃木国体「総合優勝」に向けた組織体制の強化


（10）財政の健全化＜新たな収入源の確保＞








2

